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論  文  名 宗教がどう生まれるのか―現代の「流行神」への試み― 
本論文では、現代社会に見られる「流行神」現象の発生過程とその後の展開の流れを取り上げ、
かかる宗教現象の現代的特質やその背後にある現代人の宗教意識の提示を目的としている。 
「序章 流行神研究史／流行現象／本論の視座」では、この論文で取り扱っていく「流行神」
という宗教現象に対するこれまでの研究史をまとめ、本稿の視座が提示される。その際には流行
現象に関する一般理論が参考にされ、流行神を流行現象と対比する中から解き明かそうとする本
論文の立ち位置が示される。 
以下、具体的な事例に基づく議論が六つの章で扱われる。はじめに第一章「信仰の諸相―『郷
土の伝承』から」では、柳田國男の影響を受けた宮城県教育会が実施した、県内の民間信仰調査
結果が収録された『郷土の伝承』の記事の分析が行われる。ここでは抽出された神仏の流行に関
わる記述が整理され、流行神現象の一般的傾向が、以下で述べられる個別事例を鳥瞰するための
視座として示される。第二章「新たな七福神－「奥州仙臺七福神」」では、1986年から始まった
仙台市内の七つの社寺を巡る新たな信仰形態が扱われる。既にそれぞれの歴史をもって今に伝わ
る七神の歴史的な展開を渉猟すると共に、その信仰の実態調査をもとに、新たな括りで創出され
た信仰形態が流行し、仙台の地に根を下ろしてきたメカニズムを社会経済的背景から明らかにす
る。続く第三章「新名所の形成－貧乏神神社」では長野県飯田市にある貧乏神神社を事例として、
俗人により始められた宗教施設の形成過程を考察する。特に「記名帳」の分析から、この神社へ
の参詣には観光業者の介在が大きいことを明らかにし、また参詣者の「感謝帳」の分析から参詣
の実態を把握することで、新たに創出された「聖地」の現代的なあり方をまとめている。第四章
「招福キャラクターの新登場－仙台幸子」では、福の神として有名な仙台四郎の妹分として登場
してきた仙台幸子の流行を、仙台四郎の事例と比較することで考察する。仙台幸子がホームペー
ジへの記述から始まり、さまざまなグッズが製作販売されたことなどからマスコミが取り上げた
経緯を辿り、インターネット時代の流行神の特質をまとめる。次の第五章「インターネットから
流行り出す神－「願いの宮」を事例に」では、インターネット上で急速に流行りだした金光教桃
山教会「願いの宮」の事例に注目し、金光教の教義とは別に展開してきた「願いの宮」成立が明
らかにされる。第六章「ヴァーチャルな神々－中国の「受験の神」」では、近年の中国のウェブ
サイトに頻出している「受験の神」を取り上げ、その盛衰をみる中から、中国の宗教復興の影響
を読み取っている。最後の「終章」では、これまでの議論をまとめ、流行の一般理論との対比の
もと、現代の流行神の特質を現代人の宗教意識と関連づけてまとめている。 
以上見てきたように、本論文で示された成果は斯学の発展に寄与するところ大なるものであ
る。よって、本論文の提出者は、博士（文学）の学位を授与されるに十分な資格を有するものと
認められる。 
 
